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(57)【要約】
【課題】手ブレの発生を低減することができる撮影装置
を提供する。
【解決手段】撮影装置は、ユーザが指を画面に接触させ
て操作するタッチ操作により入力された指示を受け取る
タッチパネルと、タッチパネルを介して入力されたタッ
チ操作を検出するタッチ操作検出部と、画像を撮影する
画像撮影部と、タッチ操作検出部により、タッチ操作と
して、ユーザがタッチパネルの画面に指を接触させた状
態で移動させた後に離すフリック操作が検出された場合
に、画像撮影部が画像を撮影するように制御する撮影制
御部とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが指を画面に接触させて操作するタッチ操作により入力された指示を受け取るタ
ッチパネルと、
　前記タッチパネルを介して入力されたタッチ操作を検出するタッチ操作検出部と、
　画像を撮影する画像撮影部と、
　前記タッチ操作検出部により、前記タッチ操作として、前記ユーザがタッチパネルの画
面に指を接触させた状態で移動させた後に離すフリック操作が検出された場合に、前記画
像撮影部が画像を撮影するように制御する撮影制御部とを備えることを特徴とする撮影装
置。
【請求項２】
　前記撮影制御部は、前記タッチ操作検出部によりフリック操作が検出された、前記ユー
ザがタッチパネルの画面に指を接触させてから離すまでの指の移動期間中に、前記画像撮
影部が画像を撮影するように制御するものである請求項１に記載の撮影装置。
【請求項３】
　さらに、前記タッチ操作検出部により、前記フリック操作が検出された場合に、前記ユ
ーザがタッチパネルの画面に指を接触させた状態で移動させた部分に、前記画像撮影部に
より撮影された画像に対するテキスト情報を入力するための入力領域を表示させ、前記ユ
ーザが前記入力領域に入力したテキスト情報を取得するテキスト情報取得部を備える請求
項１または２に記載の撮影装置。
【請求項４】
　前記テキスト情報の入力方法は、手書き入力、ソフトウェアキーボードによる入力、も
しくは、音声入力である請求項３に記載の撮影装置。
【請求項５】
　前記テキスト情報は、前記画像のタイトル、もしくは、前記画像に対するコメントであ
る請求項３または４に記載の撮影装置。
【請求項６】
　前記テキスト情報取得部は、前記フリック操作の時に前記ユーザが指を移動した長さに
応じて、前記画像のタイトルを入力するのか、もしくは、前記画像に対するコメントを入
力するのかを切り換えるものである請求項５に記載の撮影装置。
【請求項７】
　さらに、前記テキスト情報取得部により取得されたテキスト情報を、文字画像として、
前記画像撮影部により撮影された画像に貼り付ける画像処理部を備える請求項３～６のい
ずれかに記載の撮影装置。
【請求項８】
　前記画像処理部は、前記テキスト情報を、前記画像撮影部により撮影された画像上の任
意の領域、もしくは、所定の媒体に表示される前記画像の表示領域外に貼り付けるもので
ある請求項７に記載の撮影装置。
【請求項９】
　前記画像処理部は、前記テキスト情報を加工編集処理してから、前記画像撮影部により
撮影された画像に貼り付けるものである請求項７または８に記載の撮影装置。
【請求項１０】
　前記画像処理部は、当該撮影装置の天地を逆にして、前記画像撮影部により画像の撮影
が行われた場合、該撮影された画像の天地を逆にするものである請求項７～９のいずれか
に記載の撮影装置。
【請求項１１】
　さらに、前記フリック操作の終了時にユーザが指をタッチパネルから離した後、前記画
像撮影部により撮影された画像の画像データ、もしくは、前記画像処理部により画像処理
が施された画像の画像データを保存する画像保存部を備える請求項７～１０のいずれかに
記載の撮影装置。
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【請求項１２】
　前記画像保存部は、前記テキスト情報取得部により取得されたテキストの情報を、該画
像保存部が保存する画像の画像データのタグ情報として格納するものである請求項１１に
記載の撮影装置。
【請求項１３】
　さらに、前記タッチ操作検出部により、前記ユーザがタッチパネルの画面に２つの指を
接触させたことが検出された場合に、前記タッチパネルの画面内に、撮影領域内のピント
位置を決定するためのピント枠を表示させ、前記ユーザがタッチパネルの画面に２つの指
を接触させた状態で移動させると、該２つの指の移動方向に応じて前記ピント枠を移動さ
せるピント枠設定部を備える請求項１～１２のいずれかに記載の撮影装置。
【請求項１４】
　さらに、前記ユーザのタッチ操作による指示に応じて、前記画像撮影部が画像を撮影す
るときの撮影モードを設定する撮影モード設定部を備え、
　前記撮影制御部は、前記撮影モード設定部により設定された撮影モードに従って、前記
画像撮影部が画像を撮影するように制御するものである請求項１～１３のいずれかに記載
の撮影装置。
【請求項１５】
　前記撮影モード設定部は、前記ユーザのタッチ操作による指示がない場合に、該ユーザ
の前回のタッチ操作による指示に対応する撮影モードの設定を保持するものである請求項
１４に記載の撮影装置。
【請求項１６】
　前記撮影モード設定部は、１回のフリック操作により１枚の画像を撮影する撮影モード
を含む請求項１４または１５に記載の撮影装置。
【請求項１７】
　前記１枚の画像を撮影する撮影モードは、前記ユーザが指をタッチパネルの画面に接触
させた状態で移動させた後に停止させ、該指を離すことなく逆方向へ再度移動させること
を繰り返した後に離す多重フリック操作により、多重露光を行って画像を撮影するもので
ある請求項１６に記載の撮影装置。
【請求項１８】
　前記１枚の画像を撮影する撮影モードは、前記ユーザのフリック操作時の指の移動速度
に応じて、前記画像撮影部が画像を撮影するときのシャッタースピードを変えるものであ
る請求項１６に記載の撮影装置。
【請求項１９】
　前記撮影モード設定部は、１回のフリック操作により同一撮影条件で複数枚の画像を撮
影する撮影モードを含む請求項１４または１５に記載の撮影装置。
【請求項２０】
　前記撮影モード設定部は、１回のフリック操作によりシャッタースピードを変えて複数
枚の画像を撮影する撮影モードを含む請求項１４または１５に記載の撮影装置。
【請求項２１】
　前記撮影モード設定部は、１回のフリック操作により撮影した複数枚の画像に画像加工
処理を施す撮影モードを含む請求項１４または１５に記載の撮影装置。
【請求項２２】
　前記撮影モード設定部は、１回のフリック操作によりフラッシュの発光、非発光を変え
て複数枚の画像を撮影する撮影モードを含む請求項１４または１５に記載の撮影装置。
【請求項２３】
　前記タッチ操作検出部は、前記ユーザの指がタッチパネルの画面の右側に接触された場
合、該指がタッチパネルの画面の右側から左側へ移動されることによりフリック操作が行
われたことを検出し、前記ユーザの指がタッチパネルの左側に接触された場合、該指がタ
ッチパネルの画面の左側から右側へ移動されることによりフリック操作が行われたことを
検出するものである請求項１～２２のいずれかに記載の撮影装置。
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【請求項２４】
　前記撮影制御部は、前記ユーザのタッチ操作により起動されるプログラムによって構成
されたものである請求項１～２３のいずれかに記載の撮影装置。
【請求項２５】
　前記撮影制御部は、前記ユーザのタッチ操作により起動されるプログラムによって構成
されたものであり、
　前記撮影モード設定部は、前記プログラムの起動時に撮影モードを選択する選択画面を
タッチパネルの画面に表示し、前記ユーザのタッチ操作により選択された撮影モードに設
定するものである請求項１４～２２のいずれかに記載の撮影装置。
【請求項２６】
　ユーザが指をタッチパネルの画面に接触させて操作するタッチ操作により入力された指
示を受け取る指示入力ステップと、
　前記指示入力ステップにより入力されたタッチ操作を検出するタッチ操作検出ステップ
と、
　前記タッチ操作検出ステップにより、前記タッチ操作として、前記ユーザがタッチパネ
ルの画面に指を接触させた状態で移動させた後に離すフリック操作が検出された場合に、
画像を撮影するように制御する撮影制御ステップとを備えることを特徴とする撮影方法。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の撮影方法の各々のステップをコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【請求項２８】
　請求項２６に記載の撮影方法の各々のステップをコンピュータに実行させるためのプロ
グラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルを介して入力されたタッチ操作により写真（画像）を撮影する
撮影装置、撮影方法およびプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　フィルムカメラやデジタルカメラ等の撮影装置では、撮影被写体とカメラとを結ぶ直線
の方向に対して垂直方向にシャッターボタンを押すことにより写真が撮影される。また、
シャッターボタンの半押し機能により、ピントをロックすることが可能である。
　これに対し、カメラ機能を有する携帯電話やスマートフォン等の携帯端末では、撮影被
写体とカメラとを結ぶ直線の方向にシャッターボタンを押すことにより写真が撮影される
ため、被写体と携帯端末との距離がブレの原因となる。また、半押し機能もない。
【０００３】
　例えば、ユーザが携帯端末を右手で持って右手親指でシャッターボタンを押すと、どう
しても力点がシャッターボタンを押した方向へ向かうため、携帯端末が上を向いたり、下
を向いたりして縦ブレが発生しやすい。
　特に、ユーザ自身ないしユーザ自身を含む友人に向けて写真の撮影を行う、いわゆる自
分撮り（自撮り）の場合ように、撮影距離（ユーザの腕の長さ）が極めて短い場合ほど手
ブレが発生しやすく、被写体としてのユーザが撮影領域から外れる場合があった。
【０００４】
　また、ユーザ自身がシャッターボタンを押す場合、ユーザが撮影装置を意図的に動かし
たり、ユーザ自身が動いたりすることにより、動きがある写真を撮影することが難しいと
いう問題があった。
【０００５】
　ここで、本発明に関連性のある先行技術文献として、特許文献１～５がある。
【０００６】
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　特許文献１には、所定の撮影条件の値を補正する機能及び所定の撮影条件の値を変化さ
せながら複数回の撮影を行うオートブラケット機能を有する撮像装置であって、タッチパ
ネルに同時期に複数のタッチがあると判定した場合に、複数のタッチ位置に基づいて、所
定の撮影条件の補正値と、補正値を基準とするオートブラケット機能のブラケット値とを
設定する撮像装置が記載されている。
【０００７】
　特許文献２には、表示手段の特定の領域へのタッチを検出していた状態からタッチアッ
プを検出した際に、継続時間が所定時間に達していない場合は特定の領域に割り当てられ
た機能を実行し、特定の領域へのタッチを検出していた状態からタッチアップを検出した
際に、継続時間が所定時間に達していた場合は、タッチアップに限り特定の領域に割り当
てられた機能を実行しないように制御する情報処理装置が記載されている。
【０００８】
　特許文献３には、取扱い対象となるコンテンツの品質調整用の調整項目を表示部の画面
に複数表示させ、タッチパネルに対するドラッグ操作を検出し、ドラッグ操作の対象とな
った調整項目を品質調整の項目に設定し、さらに調整項目がドラッグ操作の始点であるか
終点であるかによって調整項目の条件を増加させるか減少させるかを設定するユーザイン
タフェース装置が記載されている。
【０００９】
　特許文献４には、タッチパネルから入力する信号に基づいて、タッチパネルの表示領域
に表示された撮像装置の操作ボタンが操作されたことを検知して、操作ボタンに割り当て
られた所定の動作を行わせる撮像装置が記載されている。
【００１０】
　特許文献５には、タッチパネルの押圧位置を基準として、その周囲に操作ボタンを表示
させ、表示した操作ボタンがタッチパネルを介して押圧操作されると、その押された操作
ボタンに応じた動作制御を行う操作装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２０１１－２０５２２８号公報
【特許文献２】特開２０１１－３９９９０号公報
【特許文献３】特開２０１０－１６０５８１号公報
【特許文献４】特開２０１０－３５１０７号公報
【特許文献５】特開２００９－１０５９１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の第１の目的は、前記従来技術の問題点を解消し、手ブレの発生を低減すること
ができる撮影装置、撮影方法およびプログラムを提供することにある。
　本発明の第２の目的は、上記第１の目的に加えて、動きのある画像を撮影することがで
きる撮影装置、撮影方法およびプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本発明は、ユーザが指を画面に接触させて操作するタッチ
操作により入力された指示を受け取るタッチパネルと、
　タッチパネルを介して入力されたタッチ操作を検出するタッチ操作検出部と、
　画像を撮影する画像撮影部と、
　タッチ操作検出部により、タッチ操作として、ユーザがタッチパネルの画面に指を接触
させた状態で移動させた後に離すフリック操作が検出された場合に、画像撮影部が画像を
撮影するように制御する撮影制御部とを備えることを特徴とする撮影装置を提供するもの
である。
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【００１４】
　ここで、撮影制御部は、タッチ操作検出部によりフリック操作が検出された、ユーザが
タッチパネルの画面に指を接触させてから離すまでの指の移動期間中に、画像撮影部が画
像を撮影するように制御するものであることが好ましい。
【００１５】
　さらに、前記タッチ操作検出部により、前記フリック操作が検出された場合に、前記ユ
ーザがタッチパネルの画面に指を接触させた状態で移動させた部分に、前記画像撮影部に
より撮影された画像に対するテキスト情報を入力するための入力領域を表示させ、前記ユ
ーザが前記入力領域に入力したテキスト情報を取得するテキスト情報取得部を備えること
が好ましい。
【００１６】
　また、テキスト情報の入力方法は、手書き入力、ソフトウェアキーボードによる入力、
もしくは、音声入力であることが好ましい。
【００１７】
　また、テキスト情報は、画像のタイトル、もしくは、画像に対するコメントであること
が好ましい。
【００１８】
　また、テキスト情報取得部は、フリック操作の時にユーザが指を移動した長さに応じて
、画像のタイトルを入力するのか、もしくは、画像に対するコメントを入力するのかを切
り換えるものであることが好ましい。
【００１９】
　さらに、前記テキスト情報取得部により取得されたテキスト情報を、文字画像として、
前記画像撮影部により撮影された画像に貼り付ける画像処理部を備えることが好ましい。
【００２０】
　また、画像処理部は、テキスト情報を、画像撮影部により撮影された画像上の任意の領
域、もしくは、所定の媒体に表示される画像の表示領域外に貼り付けるものであることが
好ましい。
【００２１】
　また、画像処理部は、テキスト情報を加工編集処理してから、画像撮影部により撮影さ
れた画像に貼り付けるものであることが好ましい。
【００２２】
　また、前記画像処理部は、当該撮影装置の天地を逆にして、前記画像撮影部により画像
の撮影が行われた場合、該撮影された画像の天地を逆にするものであることが好ましい。
【００２３】
　さらに、フリック操作の終了時にユーザが指をタッチパネルから離した後、画像撮影部
により撮影された画像の画像データ、もしくは、前記画像処理部により画像処理が施され
た画像の画像データを保存する画像保存部を備えることが好ましい。
【００２４】
　また、前記画像保存部は、前記テキスト情報取得部により取得されたテキスト情報を、
該画像保存部が保存する画像の画像データのタグ情報として格納するものであることが好
ましい。
【００２５】
　さらに、前記タッチ操作検出部により、前記ユーザがタッチパネルの画面に２つの指を
接触させたことが検出された場合に、前記タッチパネルの画面内に、撮影領域内のピント
位置を決定するためのピント枠を表示させ、前記ユーザがタッチパネルの画面に２つの指
を接触させた状態で移動させると、該２つの指の移動方向に応じて前記ピント枠を移動さ
せるピント枠設定部を備えることが好ましい。
【００２６】
　さらに、ユーザのタッチ操作による指示に応じて、画像撮影部が画像を撮影するときの
撮影モードを設定する撮影モード設定部を備え、
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　撮影制御部は、撮影モード設定部により設定された撮影モードに従って、画像撮影部が
画像を撮影するように制御するものであることが好ましい。
【００２７】
　また、撮影モード設定部は、ユーザのタッチ操作による指示がない場合に、ユーザの前
回のタッチ操作による指示に対応する撮影モードの設定を保持するものであることが好ま
しい。
【００２８】
　また、撮影モード設定部は、１回のフリック操作により１枚の画像を撮影する撮影モー
ドを含むことが好ましい。
【００２９】
　また、１枚の画像を撮影する撮影モードは、ユーザが指をタッチパネルの画面に接触さ
せた状態で移動させた後に停止させ、指を離すことなく逆方向へ再度移動させることを繰
り返した後に離す多重フリック操作により、多重露光を行って画像を撮影するものである
ことが好ましい。
【００３０】
　また、１枚の画像を撮影する撮影モードは、ユーザのフリック操作時の指の移動速度に
応じて、画像撮影部が画像を撮影するときのシャッタースピードを変えるものであること
が好ましい。
【００３１】
　また、撮影モード設定部は、１回のフリック操作により同一撮影条件で複数枚の画像を
撮影する撮影モードを含むことが好ましい。
【００３２】
　また、撮影モード設定部は、１回のフリック操作によりシャッタースピードを変えて複
数枚の画像を撮影する撮影モードを含むことが好ましい。
【００３３】
　また、撮影モード設定部は、１回のフリック操作により撮影した複数枚の画像に画像加
工処理を施す撮影モードを含むことが好ましい。
【００３４】
　また、撮影モード設定部は、１回のフリック操作によりフラッシュの発光、非発光を変
えて複数枚の画像を撮影する撮影モードを含むことが好ましい。
【００３５】
　また、タッチ操作検出部は、ユーザの指がタッチパネルの画面の右側に接触された場合
、指がタッチパネルの画面の右側から左側へ移動されることによりフリック操作が行われ
たことを検出し、ユーザの指がタッチパネルの左側に接触された場合、指がタッチパネル
の画面の左側から右側へ移動されることによりフリック操作が行われたことを検出するも
のであることが好ましい。
【００３６】
　また、撮影制御部は、ユーザのタッチ操作により起動されるプログラムによって構成さ
れたものであることが好ましい。
【００３７】
　また、撮影制御部は、ユーザのタッチ操作により起動されるプログラムによって構成さ
れたものであり、
　撮影モード設定部は、プログラムの起動時に撮影モードを選択する選択画面をタッチパ
ネルの画面に表示し、ユーザのタッチ操作により選択された撮影モードに設定するもので
あることが好ましい。
【００３８】
　また、本発明は、ユーザが指をタッチパネルの画面に接触させて操作するタッチ操作に
より入力された指示を受け取る指示入力ステップと、
　指示入力ステップにより入力されたタッチ操作を検出するタッチ操作検出ステップと、
　タッチ操作検出ステップにより、タッチ操作として、ユーザがタッチパネルの画面に指
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を接触させた状態で移動させた後に離すフリック操作が検出された場合に、画像を撮影す
るように制御する撮影制御ステップとを備えることを特徴とする撮影方法を提供する。
【００３９】
　また、本発明は、上記に記載の撮影方法の各々のステップをコンピュータに実行させる
ためのプログラムを提供する。
【００４０】
　また、本発明は、上記に記載の撮影方法の各々のステップをコンピュータに実行させる
ためのプログラムが記録されたコンピュータ読み取り可能な記録媒体を提供する。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明によれば、フリック操作により、軽いタッチでシャッターの役割を果たすことが
できるため、手ブレの発生を軽減することができる。また、フリック操作は、被写体とカ
メラとを結ぶ直線の方向に対して垂直方向に操作するため、被写体とカメラとの距離に起
因する手ブレ、特に、撮影装置を自分撮りする場合において、手ブレを大幅に軽減するこ
とができる。
【００４２】
　また、本発明によれば、複数枚の画像を連続的に撮影することにより、撮影装置の無意
識的な僅かな動き、あるいは、ユーザ自身が意図的に撮影装置を動かしたり、ユーザ自身
が意図的に動いたりすることによって、動きのある画像を撮影することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】（Ａ）および（Ｂ）は、本発明の撮影装置の外観を表す一実施形態の概念図であ
る。
【図２】図１に示す撮影装置の構成を表すブロック図である。
【図３】（Ａ）および（Ｂ）は、それぞれ、左手および右手の親指でフリック操作を行う
場合の様子を表す概念図である。
【図４】図１に示す撮影装置の動作を表すフローチャートである。
【図５】図１に示す撮影装置をフリック操作する様子を上方から見た概念図である。
【図６】（Ａ），（Ｂ）および（Ｃ）は、撮影した画像に対するテキスト情報を入力する
場合の様子を表す概念図である。
【図７】（Ａ）および（Ｂ）は、ピント枠を上下方向に移動させる場合の様子を表す概念
図である。
【図８】（Ａ）および（Ｂ）は、ピント枠を斜め方向に移動させる場合の様子を表す概念
図である。
【図９】ピント枠がタッチパネルの画面の端部に当たって跳ね返り逆方向へ移動される様
子を表す概念図である。
【図１０】（Ａ）および（Ｂ）は、折り畳み方式の携帯端末におけるカメラ位置を表す概
念図である。
【図１１】（Ａ）および（Ｂ）は、タッチパネル方式の携帯端末におけるカメラ位置を表
す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下に、添付の図面に示す好適実施形態に基づいて、本発明の撮影装置、撮影方法およ
びプログラムを詳細に説明する。
【００４５】
　図１（Ａ）および（Ｂ）は、本発明の撮影装置の外観を表す一実施形態の概念図、図２
は、図１に示す撮影装置の構成を表すブロック図である。図１に示す撮影装置１０は、写
真の撮影機能を有するスマートフォン等の携帯端末であり、図２に示すように、タッチパ
ネル１２と、タッチ操作検出部１４と、写真撮影部１６と、撮影モード設定部１８と、撮
影制御部２０と、画像保存部２２と、テキスト情報取得部２４と、ピント枠設定部２６と
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、画像処理部２８とによって構成されている。
【００４６】
　タッチパネル１２は、図１（Ａ）に示すように、撮影装置１０のおもて面に配置されて
いる。
　タッチパネル１２は、液晶パネル等の情報の表示装置と、タッチパッド等の位置入力装
置とを組み合わせたものであり、各種の情報を表示するとともに、ユーザが指を画面に接
触させて操作するタッチ操作により入力された指示を受け取るものである。
　タッチパネル１２には、例えば、抵抗膜方式、静電容量方式の他、様々な方式のものが
あるが、撮影装置１０では、タッチ操作により指示を入力することができるものがいずれ
も利用可能である。
【００４７】
　タッチ操作検出部１４は、ユーザによりタッチパネル１２を介して入力されたタッチ操
作を検出するものである。
【００４８】
　写真撮影部（画像撮影部）１６は、カメラ等の写真（画像）を撮影する装置であり、本
実施形態の場合、図１（Ａ）および（Ｂ）に示すように、撮影装置１０のおもて面および
裏面に１つずつ配置されている。おもて面のカメラは自分撮り用、裏面のカメラは一般撮
影用である。
　写真の撮影時には、写真撮影部１６により取り込まれた画像がタッチパネル１２の画面
に表示される。
【００４９】
　撮影モード設定部１８は、ユーザのタッチ操作による指示に応じて、写真撮影部１６が
写真を撮影するときの撮影モードを設定するものである。撮影モードの詳細については後
述する。
【００５０】
　撮影制御部２０は、タッチ操作検出部１４により、タッチ操作として、ユーザが指をタ
ッチパネル１２の画面に接触させた状態で移動（スライド）させた後に離すフリック操作
が検出された場合に、撮影モード設定部１８により設定された撮影モードに従って、写真
撮影部１６が写真を撮影するように制御するものである。
【００５１】
　テキスト情報取得部２４は、タッチ操作検出部１４により、フリック操作が検出された
場合に、ユーザがタッチパネル１２の画面に指を接触させた状態で移動させた部分に、写
真撮影部１６により撮影された写真のタイトル、写真に対するコメント等を含む、テキス
ト情報を入力するための入力領域を表示させ、ユーザが入力領域に入力した写真に対する
テキスト情報を取得するものである。
【００５２】
　ピント枠設定部２６は、タッチ操作検出部１４により、ユーザがタッチパネル１２の画
面に２つの指を接触させたことが検出された場合に、タッチパネル１２の画面内に、撮影
領域内のピント位置を決定するためのピント枠を表示させ、ユーザがタッチパネル１２の
画面に２つの指を接触させた状態で移動させると、２つの指の移動方向に応じてピント枠
を移動させるものである。
【００５３】
　画像処理部２８は、写真撮影部１６により撮影された写真に所定の画像処理を施すもの
である。
　画像処理部２８は、例えば、テキスト情報取得部２４により取得されたテキスト情報を
、文字画像として、写真撮影部１６により撮影された写真に貼り付ける（合成する）、撮
影装置１０の天地（上下）を逆にして、写真撮影部１６により写真の撮影が行われた場合
に、撮影された写真の天地（上下）を逆にする、等の画像処理を施す。
【００５４】
　画像保存部２２は、フリック操作の終了時にユーザが指をタッチパネル１２から離した
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後、写真撮影部１６により撮影された写真の画像データ、もしくは、画像処理部２８によ
り画像処理が施された写真の画像データを保存するものである。
　また、画像保存部２２は、テキスト情報取得部２４により取得されたテキスト情報を、
画像保存部２２が保存する写真の画像データのタグ情報として格納し、例えば、画像デー
タのファイル名として利用する。
【００５５】
　次に、撮影モードの詳細について説明する。
【００５６】
　撮影モード設定部１８は、撮影モードとして、１回のフリック操作により１枚の写真を
撮影する撮影モードと、１回のフリック操作により複数枚の写真を連続的に撮影する撮影
モードとを含む。
【００５７】
　１枚の写真を撮影する撮影モードでは、所定の撮影条件で１枚の写真が撮影される。
【００５８】
　この撮影モードでは、ユーザが指をタッチパネル１２の画面に接触させた状態で移動さ
せた後に停止させ、指を離すことなく逆方向へ再度移動させることを繰り返した後に離す
多重フリック操作により、多重露光を行って写真を撮影することが可能である。
【００５９】
　また、この撮影モードでは、ユーザのフリック操作時の指の移動速度に応じて、写真撮
影部１６が写真を撮影するときのシャッタースピードを変えて写真を撮影することが可能
である。すなわち、ユーザのフリック操作時の指の移動速度が速い場合には、シャッター
スピードが高速に設定されて写真が撮影され、指の移動速度が遅い場合には、シャッター
スピードが低速に設定されて写真が撮影される。
【００６０】
　このように、撮影装置１０では、フリック操作を、写真を撮影するためのシャッターボ
タンとして使用するだけでなく、写真を撮影する時の撮影条件を指示することが可能であ
る。
【００６１】
　一方、複数枚の写真を撮影する第１の撮影モードでは、所定の同一撮影条件で複数枚の
写真が連続的に撮影される。このように、同一撮影条件で複数枚の写真を連続的に撮影す
ることにより、撮影装置１０の無意識的な僅かな動き、あるいは、ユーザ自身が意図的に
撮影装置１０を動かしたり、ユーザ自身が意図的に動いたりすることによって、多少動き
のある写真を撮影することができる。
【００６２】
　複数枚の写真を撮影する第２の撮影モードでは、シャッタースピードを変えて複数枚の
写真が連続的に撮影される。この撮影モードでは、例えば、１回のフリック操作により３
枚の写真を撮影する場合、シャッタースピードの設定が低速、中速、高速の順に順次変更
され、シャッタースピードの設定が変更されるごとに１枚の写真が撮影されて合計で３枚
の写真が連続的に撮影される。
【００６３】
　複数枚の写真を撮影する第３の撮影モードでは、撮影された複数枚の写真に所定の画像
加工処理が施される。この撮影モードでは、同様に、１回のフリック操作により３枚の写
真を撮影する場合、撮影後の１枚目の写真に対してカラーの画像加工処理、撮影後の２枚
目の写真に対してモノトーンの画像加工処理、撮影後の３枚目の写真に対して絵画調の画
像加工処理が施される。
【００６４】
　複数枚の写真を撮影する第４の撮影モードでは、フラッシュの発光、非発光を変えて複
数枚の写真が連続的に撮影される。この撮影モードでは、同様に、１回のフリック操作で
３枚の写真を撮影する場合、フラッシュの設定が発光、非発光、発光の順に順次変更され
、フラッシュの設定が変更されるごとに１枚の写真が撮影されて合計で３枚の写真が連続
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的に撮影される。
【００６５】
　なお、各々の撮影モードにおける撮影条件や画像加工処理条件は、撮影モードの選択画
面と同じように、ユーザがタッチ操作によりその選択画面を任意のタイミングで表示させ
て設定を切り替えることができる。シャッタースピードの設定、画像加工処理の設定、フ
ラッシュの設定は上記各例に限定されず、任意の設定や設定順序にすることができる。さ
らに、他の撮影モードを追加することも可能である。
【００６６】
　次に、本発明の撮影方法に従って、撮影装置１０の概略動作を図４に示すフローチャー
トを参照しながら説明する。
【００６７】
　図１（Ａ）に示すように、タッチパネル１２の画面には、複数のアプリケーションプロ
グラムのアイコンが並べて表示されている。
　ユーザは、タッチ操作により所定のアイコンを指でタップして、本発明の撮影方法を実
行するカメラアプリのプログラムを起動し、このカメラアプリを利用して写真を撮影する
（ステップＳ１）。
【００６８】
　続いて、撮影モード設定部１８により、カメラアプリの起動時に撮影モードを選択する
選択画面がタッチパネル１２の画面に表示される。
　ユーザは、タッチ操作により、撮影モードの選択画面に表示された撮影モードの中から
所望の撮影モードを指でタップして選択する。
　これに応じて、撮影モード設定部１８は、ユーザのタッチ操作により選択された撮影モ
ードに設定する（ステップＳ２）。
【００６９】
　ここで、ユーザのタッチ操作による指示がない場合（撮影モードの選択がキャンセルさ
れた場合）、撮影モード設定部１８により、ユーザの前回のタッチ操作による指示に対応
する撮影モードの設定が保持される。従って、ユーザは、カメラアプリを起動するたびに
撮影モードを選択しなくても、前回の撮影時と同じ撮影モードで写真を撮影することがで
きる。
【００７０】
　なお、カメラアプリの起動時に撮影モードの選択画面を表示することは必須ではなく、
ユーザは、タッチ操作により、任意のタイミングで撮影モードの選択画面を表示させて、
撮影モードを切り替えることができる。
【００７１】
　続いて、ユーザが、タッチパネル１２に表示されている画像を見ながら、写真を撮影す
る所望のタイミングでフリック操作を行う（ステップＳ３）。
【００７２】
　図３（Ａ）に示すように、ユーザが左利きであり、左手に撮影装置１０を持って左手親
指でフリック操作を行う場合、左手親指はタッチパネル１２の画面の左側に接触され、画
面の左側から右下下がりで右側へ移動される。
　一方、同図（Ｂ）に示すように、ユーザが右利きであり、右手に撮影装置１０を持って
右手親指でフリック操作を行う場合、右手親指はタッチパネル１２の画面の右側に接触さ
れ、画面の右側から左下下がりで左側へ移動される。
【００７３】
　図５は、図１に示す撮影装置をフリック操作する様子を上方から見た概念図である。
　例えば、撮影装置１０を右手に持って右手親指でフリック操作を行うと、図５に示すよ
うに、支点が常にユーザ自身にあり、力点がフリック操作で指を移動させる方向へ向かう
ため、横ブレが発生し、被写体としてのユーザの位置が移動する。しかし、自分撮りの場
合、撮影装置１０自体は縦方向を中心としてユーザを取り巻くように回転するため、被写
体としてのユーザが撮影領域から外れることはない。
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【００７４】
　このように、フリック操作による写真の撮影は、軽いタッチによりシャッターの役割を
果たすことができるため、手ブレの発生を軽減することができる。また、フリック操作は
、被写体とカメラとを結ぶ直線の方向に対して垂直方向に操作するため、被写体とカメラ
との距離に起因する手ブレ、特に、自分撮りする場合において、手ブレを大幅に軽減する
ことができる。
【００７５】
　また、フリック操作は、ユーザが親指でタッチパネル１２に初めに接触した任意の位置
が起点となるため、タッチパネル１２の画面上に、「ここからフリック操作を開始して下
さい」等の指示を表示して、タッチ操作の起点を指示する必要がない。従って、親指が長
いユーザも短いユーザも関係なく、各々のユーザにとって最も都合のよい操作をすること
が可能である。
【００７６】
　ユーザによりフリック操作が行われると、タッチ操作検出部１４は、ユーザの指がタッ
チパネル１２の画面の右側に接触された場合、指がタッチパネル１２の画面の右側から左
側へ移動されることによりフリック操作が行われたことを検出し、ユーザの指がタッチパ
ネル１２の左側に接触された場合、指がタッチパネル１２の画面の左側から右側へ移動さ
れることによりフリック操作が行われたことを検出する（ステップＳ４）。
【００７７】
　このように、タッチ操作検出部１４は、ユーザの利き手がどちらなのかを問わないため
、右利き用および左利き用のプログラムを別途用意する必要なく、フリック操作を検出す
ることができる。
【００７８】
　なお、例えば、ユーザが左手に撮影装置１０を持って、右手の人差し指等でフリック操
作を行う場合や、右手に撮影装置１０を持って、左手の人差し指等でフリック操作を行う
場合も考えられる。この場合も同様に、タッチ操作検出部１４は、ユーザの指がタッチパ
ネル１２の画面の右側から左側へ、もしくは、左側から右側へ移動されることによりフリ
ック操作が行われたことを検出することができる。
【００７９】
　タッチ操作検出部１４によりフリック操作が検出されると、撮影制御部２０により、撮
影モード設定部１８により設定された撮影モードに応じて、写真撮影部１６が写真を撮影
するように制御される（ステップＳ５）。
【００８０】
　撮影制御部２０は、本実施形態の場合、タッチ操作検出部１４によりフリック操作が検
出された、ユーザがタッチパネル１２の画面に指を接触させてから離すまでの指の移動期
間中に、写真撮影部１６が写真を撮影するように制御する。
　フリック操作後に指が離れてから写真を撮影することも可能であるが、この状態では手
ブレが発生しやすい。これに対し、フリック操作の指の移動期間中に写真を撮影すること
により、手ブレの発生を抑制することができる。
【００８１】
　上記のように、本実施形態の場合、指の移動期間中に、写真撮影部１６により写真が撮
影されるが、写真撮影部１６により写真が撮影される前にユーザが指をタッチパネル１２
から離すと、写真は撮影されない。
【００８２】
　写真撮影部１６により写真の撮影が終了し、フリック操作の終了時にユーザが指をタッ
チパネル１２から離した後、画像保存部２２により、撮影された写真の画像データが保存
される（ステップＳ６）。
【００８３】
　なお、写真撮影部１６により写真が撮影された後、例えば、画像保存部２２により、撮
影された写真の画像データが保存される前に、ユーザは、写真に対するテキスト情報（写
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真のタイトルまたはコメントの情報）を入力することが可能である。
【００８４】
　例えば、図６（Ａ）に示すように、ユーザが、右手に撮影装置１０を持って右手親指で
フリック操作を行う場合、前述のように、ユーザの右手親指はタッチパネル１２の画面の
右側から左側へ移動される。この時、同図（Ｂ）に示すように、テキスト情報取得部２４
により、ユーザがタッチパネル１２の画面に右手親指を接触させた状態で移動させた部分
に、テキスト情報の入力領域が表示される。同図（Ｃ）に示すように、ユーザが、この入
力領域にテキスト情報を入力すると、テキスト情報取得部２４は、ユーザが入力領域に入
力したテキスト情報を取得する。
【００８５】
　テキスト情報の入力は、例えば、手書き入力、ソフトウェアキーボードによる入力、音
声入力などの各種の入力方法を利用することができる。手書き入力および音声入力の場合
、入力された手書き文字（画像データ）および音声データは、テキスト情報取得部２４に
よりテキストデータ（テキスト情報）に変換される。撮影装置１０では、テキスト情報の
入力方法を適宜切り換えることができる。特に、入力されるタイトルの文字数が長い場合
には音声入力を利用するようにユーザに促すことが望ましい。
　テキスト情報取得部２４により取得されたテキスト情報は、画像保存部２２により保存
される写真の画像データのタグ情報として格納し、例えば、画像データのファイル名とし
て利用する、等の画像保存部２２の保存処理に利用することが可能である。また、テキス
ト情報は、文字画像として、写真撮影部１６により撮影された写真に貼り付ける（合成す
る）、等の画像処理部２８の画像処理に利用することが可能である。手書き入力でテキス
ト情報を取得した場合、手書き文字（画像データ）をそのまま写真に貼り付けることも可
能である。
【００８６】
　テキスト情報取得部２４は、テキスト情報として、写真撮影部１６により撮影された写
真のタイトルを入力するのか、写真に対するコメントを入力するのかを適宜切り換えるこ
とができる。
　撮影装置１０において、ユーザは、タッチパネル１２の画面の任意の位置でフリック操
作を行うことが可能である。そのため、テキスト情報取得部２４は、例えば、フリック操
作の時にユーザが指を移動した長さに応じて、写真のタイトルを入力するのか、もしくは
、写真に対するコメントを入力するのかを切り替え可能にしてもよい。この場合、テキス
ト情報取得部２４は、例えば、フリック操作の時にユーザが指を移動した長さが所定長さ
よりも短い場合にはタイトルの入力であると判断し、所定長さ以上である場合にはコメン
トの入力であると判断する。
【００８７】
　前述のように、テキスト情報取得部２４により取得されたテキスト情報は写真の画像デ
ータのタグ情報として格納されるため、画像データのファイル名としてだけでなく、画像
データが画像保存部２２に保存された後で任意の用途に利用可能である。
　また、画像処理部２８が、テキスト情報を文字画像として写真に貼り付ける場合、テキ
スト情報の表示領域は写真上の任意の領域だけでなく、写真が所定の媒体、例えば、撮影
装置１０のタッチパネル（表示装置）１２、撮影装置１０上で動作するアプリケーション
の表示ウィンドウ、その他の写真を表示可能な機器の表示装置、印刷物や写真プリント等
のハードコピーに表示される場合、所定の媒体に表示される写真の表示領域外に貼り付け
ることも可能である。例えば、電子アルバムの場合、写真のタイトルまたはコメントとし
て、電子アルバム内に表示された写真の表示領域外に貼り付けて表示することが可能であ
る。
　さらに、画像処理部２８は、テキスト情報を加工編集処理（色、フォント、サイズ、変
形、回転、拡縮、移動等含む）してから、写真撮影部１６により撮影された写真に貼り付
けることも可能である。
【００８８】
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　なお、右側から左側へ指を移動させるフリック操作だけでなく、左側から右側へ、ある
いは上側から下側へ指を移動させるフリック操作の場合も同様にしてテキスト情報を入力
することが可能である。
　テキスト情報の入力は、フリック操作を行った指であることは必須ではない。例えば、
フリック操作を右手親指で行った後、他の指でテキスト情報を入力することも可能である
。
　また、画像保存部２２により写真の画像データが保存された後にテキスト情報を入力し
、保存された写真の画像データのタグ情報を変更したり、文字画像として、保存された写
真に貼り付けることも可能である。
【００８９】
　また、ユーザは、タッチパネル１２の画面内に表示されるピント枠を移動させることに
より、撮影装置１０を移動させることなく撮影領域内の意図する位置にピントを合わせる
ことが可能である。
【００９０】
　例えば、図７（Ａ）に示すように、ユーザが、両手で撮影装置１０を持ち、両手の親指
をクロスさせた状態でタッチパネル１２の画面に接触させると、タッチ操作検出部１４に
より、ユーザがタッチパネル１２の画面に２つの指を接触させたことが検出され、これに
応じてピント枠設定部２６により、タッチパネル１２の画面にピント枠３０が表示される
。同図（Ｂ）に示すように、ユーザがタッチパネル１２の画面に両手親指を接触させた状
態で上下方向に移動させると、両手親指の移動方向に応じてタッチパネル１２の画面内の
ピント枠３０の位置が上下方向に移動される。
【００９１】
　また、図８（Ａ）および（Ｂ）に示すように、ユーザが、車のハンドルを操作するよう
に、両手親指の一方をタッチパネル１２の画面の上側に移動させ、かつ、他方を下側に移
動させると、これに応じてピント枠３０は斜め方向へ移動される。例えば、図７（Ｂ）に
示すように、クロスさせた両手の親指を上側へ移動させた後、図８（Ａ）および（Ｂ）に
示すように、右手の親指をタッチパネル１２の画面の上側、左手親指を下側に移動させる
と、これに応じてピント枠３０はタッチパネル１２の画面の右斜め上側の方向に移動され
る。
【００９２】
　なお、図９に示すように、ピント枠３０は、タッチパネル１２の画面の端部まで移動さ
れると、端部に当たって跳ね返り逆方向に移動される。
【００９３】
　ユーザは、ピント枠３０の位置の設定が終了すると、クロスさせた両手親指の一方をタ
ッチパネル１２の画面から静かに離す。これにより、タッチパネル１２の画面内における
ピント枠３０の位置、つまり、タッチパネル１２の画面に表示されている撮影領域内にお
けるピント位置が決定される。この状態で、ユーザが、タッチパネル１２の画面に接触さ
れている他方の親指でフリック操作を行うと、ピント枠３０の位置にピントを合わせた状
態で写真の撮影が行われる。
【００９４】
　なお、ピント枠３０の位置を設定する時に、ユーザの両手親指をクロスさせることは必
須ではない。両手親指をクロスさせない場合、撮影装置１０を両手で支える指、例えば、
人差し指が親指の移動に応じて移動してしまう結果、撮影装置１０の重心（支点）が左右
にぶれる場合がある。これに対し、両手親指をクロスさせることによって、撮影装置１０
の重心をタッチパネル１２の画面中央に置くことができるため、撮影装置１０のぶれを防
止することができる。
【００９５】
　タッチ操作検出部１４は、ユーザの両手親指がクロスされているかされていないかを検
出しない。従って、両手親指をクロスさせてもさせなくてもピント枠３０の位置の設定を
行うことが可能である。しかし、両手親指をクロスさせず、両手の親指（力点）が左右に
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分かれている状態では、ピント枠３０の位置の設定後、フリック操作がしづらい。従って
、上記撮影装置１０の重心のぶれの問題も考慮すると、ピント枠３０の位置を設定する時
に両手親指をクロスさせることが望ましい。
【００９６】
　また、キー操作が可能な折り畳み式（開閉式）の携帯端末には、図１０（Ａ）に示すよ
うに、自分撮り用のカメラが表示画面の下側に設けられている場合や、同図（Ｂ）に示す
ように、表示画面の上側に設けられている場合がある。折り畳み式の携帯端末の場合、表
示画面とは別に操作キーが設けられているため、ユーザは、カメラの位置に関係なく、キ
ー操作を行うことができる。
【００９７】
　図１１（Ａ）および（Ｂ）に示すように、折り畳み式ではないタッチパネル方式の携帯
端末の場合も同様に、自分撮り用のカメラがタッチパネルの画面の下側ないし上側に設け
られている場合がある。同図（Ａ）に示すように、タッチパネル方式の携帯端末のタッチ
パネルの画面の下にカメラが設けられていると、ユーザが指で操作する度に、自動的に指
にピントが合わされてカメラのピントが近接位置に合わされるため、フリック操作を行う
ことができない。
【００９８】
　また、タッチパネル方式の携帯端末のタッチパネルの画面の下にカメラが設けられてい
ると、カメラの受光部が隠れてしまうため、前述のように、両手親指をクロスさせて操作
することもできない。この場合、例えば、携帯端末の天地を逆にすることによって、カメ
ラ機能を妨害することなく、フリック操作、両手親指をクロスさせての操作を実施するこ
とが可能になる。ただし、携帯端末の天地を逆にして写真を撮影した場合、画像処理部２
８により、撮影された写真の天地を反転させる必要がある。
【００９９】
　さらに、携帯端末の設計により、カメラの位置は一意的でないという前提で本発明の実
施を第１に考えた場合、本発明におけるタッチ操作が、カメラの受光や計測機能を妨害し
ない範囲で利用できることが望ましい。そのため、本発明では、携帯端末（撮影装置１０
）を横向きに、または、前述のように、携帯端末の天地を逆にして利用することを考慮し
ている。このことは、例えば、携帯端末が小さく薄くなった場合、かつ、カメラが携帯端
末の側面に取り付けられたり、カメラが外部に取り付けられた場合であっても、同様に実
施できることが望ましい。
【０１００】
　なお、カメラアプリを起動して、カメラアプリを使用して写真を撮影することは必須で
はない。例えば、撮影装置１０がデジタルカメラの場合には、スマートフォン等の携帯端
末においてカメラアプリが既に起動された状態と同じと考えることができる。
【０１０１】
　本発明の撮影方法は、例えば、撮影方法の各々のステップをコンピュータに実行させる
ためのプログラムにより実施することも可能である。このプログラムは、例えば、コンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体に記録して提供することができる。
【０１０２】
　本発明は、基本的に以上のようなものである。
　以上、本発明について詳細に説明したが、本発明は上記実施形態に限定されず、本発明
の主旨を逸脱しない範囲において、種々の改良や変更をしてもよいのはもちろんである。
【符号の説明】
【０１０３】
　１０　撮影装置
　１２　タッチパネル
　１４　タッチ操作検出部
　１６　写真撮影部
　１８　撮影モード設定部
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　２０　撮影制御部
　２２　画像保存部
　２４　テキスト情報取得部
　２６　ピント枠設定部
　２８　画像処理部
　３０　ピント枠

【図１】 【図２】
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【図５】

【図７】 【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図６】
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